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【6.6.2.8】米国における意匠を対象にした出願前調査                                      

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

米国における意匠は、米国特許商標庁（以下、USPTO）に直接出願するルートとハーグ協定を経由

するルートが存在する。上記いずれのルートを経由しても米国国内における審査を経て登録となった意匠

については、USPTO が提供する PatFT、欧州連合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供する

DesignView、または世界知的所有権機関（以下、WIPO）が提供する Global Design 

Databaseを使って調査することができる。それぞれのデータベースを比較すると、米国意匠分類による検

索は、PatFT および Global Design Database では行うことができるが、DesignView では行うことが

できない。また収録状況は、PatFT が最も良好な収録状況であり、Global Design Database におい

ては、本来複数米国意匠分類が付与されているにも関わらず、一つの米国意匠分類のみが収録されて

いるケースが散見され、米国意匠分類を用いた検索において漏れが生じる可能性もある。表示機能にお

いては、Global Design Database は検索結果の図面の一覧表示が可能であるが、PatFT では図

面の一覧表示ができず、調査の効率が悪いが、出願前調査において、効率的な調査の観点から米国

意匠分類を利用できないことは望ましくなく、また調査対象となる意匠の漏れは望ましくない。したがって、

ここでは米国意匠分類による検索が可能で、かつ、収録状況が良好なPatFTを利用した事例を紹介す

る。 

 

2）検索事例                                                                       

PatFT の検索画面は下記 URL から接続することができる。 

http://patft.uspto.gov/ 

自社製品の意匠権を米国で取得したい。出願する前にやってお

いた方が良いことはあるか？ 

 

Q 

http://patft.uspto.gov/
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◆調査目的およびデザインコンセプト 

調査対象例として下記の調査目的およびデザインコンセプトを設定した。 

 

 

 

 

 

 

米国意匠分類、調査期間など様々な検索項目の組み

合わせ検索が可能な「Quick Search」を使用する。 

調査目的：開発した商品のデザインを米国で意匠登録したい。米国における類似意匠の有無を確認する 

デザインコンセプト：逆四角錐台形状の非接触充電器（下図参照） 

調査対象国および地域：米国 
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◆予備検索・準備編 

米国における意匠を検索する場合、米国意匠分類とロカルノ分類を利用することができるが、米国意匠

分類はロカルノ分類と比較して細分化された分類であるため、効率的な調査ができる利点がある。そこで

今回は米国意匠分類を用いた検索を行うこととする。 

 

まず検索を実施する前に適切な米国意匠分類を把握しておく必要がある。ここでは WIPO が提供する

Global Design Database を利用して適切な米国意匠分類を探索する方法を紹介する。 

 

Global Design Database の検索画面は下記 URLから接続することができる。 

http://www.wipo.int/designdb/en/ 

 

まず Global Design Database にアクセスすると以下検索画面が表示される。この検索画面には、検

索を行う①検索スペース「SEARCH BY」と、絞り込みを行う②絞込みスペース「FILTER BY」が存在す

る。 

 

 

まず、米国意匠の検索を行うために、絞込みスペース「FILTER BY」の③「Source」から米国（US 

Designs）を選択し、絞込みスペース下部の「filter」をクリックする。 

１ ２

http://www.wipo.int/designdb/en/
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その後、非接触充電器に関する物品名による予備検索を行うために、検索スペース「SEARCH BY」の  

④「Design」のタブの物品名⑤「Indication of Products」の欄に、「Contactless and Charger」

を入力し、検索スペース下部の「Search」をクリックする。なお、「Contactless and Charger」における

andは AND演算を意味する。 

 

 

上記検索の結果以下ように表示される。ヒットした米国意匠に「D13-107」または「D13-108」が付与

されていることが確認できる。 

３

４

５
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この結果を基に分類定義表などを参照し、該当する米国意匠分類を把握する。なお、米国意匠分類の

定義については USPTO提供の Search Patent Classification Systems を利用すれば確認でき

る。 

https://www.uspto.gov/web/patents/classification/ 

 

まず、Select Classification System において「USPC」を選択し、Enter Classification Symbol

に対象意匠に付与された「D13/107」を入力し、Select Content において「Schedule」を選択し、

Select output format において「HTML」を選択し、Submit をクリックする。 

 

 

 

https://www.uspto.gov/web/patents/classification/
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上記操作を行うと、「D13/107」および「D13/108」の定義が記載された一覧表が表示される。 

 

 

これにより D13/107は電池充電器、D13/108はコードレス器具型の充電器であることがわかり、両分

類とも対象のデザインコンセプトと関連する分類であると判断した。 
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◆実践編 

米国における意匠の検索を行うために、まず PatFT のページで①「Quick Search」をクリックする。 

 

クリックすると、以下の検索画面が表示される。 

 

この検索画面には 2つの検索項目入力スペースが存在し、必要に応じて二つの検索項目間の AND演

算、OR演算、NOT演算を行うことができる。 

１
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＜検索項目の解説＞ 

検索項目は複数存在するが、ここでは意匠調査において利用可能な検索項目を抜粋して紹介する。 

Title タイトル International 

Classification 

ロカルノ分類 

Issue Date 登録日 Current  

US Classification 

米国意匠分類 

Patent Number 登録番号 Foreign Priority 海外優先権 

Application Date 出願日 Hague International 

Filing Date 

ハーグ国際出願日 

Applicant Name 出願人名 International 

Registration 

Publication Date 

国際登録公開日 

Assignee Name 譲受人名 

 

これらの検索項目に適宜入力することで、米国意匠に対して所望の検索を実行することができる。 
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調査事例 ＜新規性調査＞ 

自社で開発した製品デザインコンセプトについて新規性調査をする。 

 

 

 

 

米国意匠分類【D13/107】と【D13/108】を以下のように入力し、OR演算を設定する。 

 

「Search」をクリックすると、次に示すような検索結果画面が表示され、表示された各意匠の内容を確認

するためには、青文字の意匠番号もしくはタイトルをクリックする。 

 

＜検索方針＞ 

主題を包含する米国意匠分類：D13/107 D13/108 

検索式＝(米国意匠分類 D13/107 or D13/108)  
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青文字の意匠番号もしくはタイトルをクリックすると、クリックした意匠の書誌事項が表示される。図面を確

認するために「Images」をクリックする。 

 

 

「Images」をクリックすると、以下のような画面で意匠公報を確認することができる。 
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なお、これらの HIT文献を 1件ずつ確認していくと、以下意匠を見出すことができる。 

 

 

意匠番号：USD723,459 

登録日：2015年 3月 3日 

タイトル：CHARGING BASE 

 

図面からは自社のデザインコンセプトと類似する可能性があるデザインの特徴が見受けられる。もし自社

デザインを出願するのであれば、これらの類似する可能性がある意匠を回避する必要がある。 

 

◆まとめ 

USPTO が提供する PatFT を利用すれば、登録日、米国意匠分類など各種項目を用いて米国意匠

を検索することができる。代表図面の一覧閲覧ができないため、意匠図面の確認に時間を要するが、収

録状況が安定しているため漏れのない調査を行うことできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国における意匠の調査を行う場合、収録状況が安定している USPTO が提供

する PatFTを利用することが望ましい。 

米国意匠分類あるいは日付などの条件を適切に設定することで所望の意匠を効

率よく調査することができる。 

Point 


